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て存在していることがわかる。
　図Ⅲ-4は各施設フィーチャーの立地点の概
観を，また図Ⅲ-5は，その施設フィーチャー
が実際に持つ標高データの実測値を横軸に，空
間自己相関が計算された時の計算値を縦軸に表
した「平安時代のデータと江戸時代のデータを
合わせた場合の」プロット図である。

　図Ⅲ-6はそれぞれ図の立地点図7は2次元プ
ロットに標高データを加え，立体化＝3D化し
たものである。これは，前出の風水の定説的な
配置とかなり似ていることがわかる。
　表Ⅲ-2ではデータ数の都合から室町時代は
戦国時代に内包させたが，室町時代単独では
Morans’I＝0.467628なので，その他結果と比較
する中では，空間自己相関が高いとは言えず，
室町時代通して，大名や武将たちは群雄割拠し
て居城を構えたため，そうした「戦国の世」に
は巒頭による風水的立地を考慮する余裕はな
かったと考えられる。
　結果，風水を考慮し得るのは，平安時代及び
江戸時代の政治的な安定期であると考えられ，
Moran’s Iの値は，こういった背景が映し出さ
れた結果となった。「風水の空間統計学的解釈」
の方向性が見えてきた。

2．ワシントンD.C.
　東アジアにおける，各都市は立地に関する歴
史は様々な相違があるが，文化と宗教に関して
はある程度似ている。太平洋の向こう岸にあ
る，まったく異なる文化圏と異なる宗教の歴史
が背景にあるワシントンD.C.の空間自己相関

出典：筆者による．QuantumGIS2.6.1 を利用

図Ⅲ -4　各施設フィーチャーの立地点の概観

出典：筆者による．アリゾナ州立大学 GeoDa1.6.6 を
利用

図Ⅲ -5　施設ごとの標高の実測値と計算値
（平安＋江戸データ）

出典：筆者による．アリゾナ州立大学 GeoDa1.6.6 を
利用

図Ⅲ -6　京都の標高データを 3D化した図
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はどのようになるだろうか？
　1776年アメリカ合衆国建国後しばらく
ニューヨークなどが暫定首都として機能した
が，1787年に首都建設の方向性が決定。合衆
国独立を記念し，恒久的で象徴的な新都市の建
設を目的として，1790年に当時の北部と南部
の中間地点のポトマック地域の10マイル四方
の区画を首都とすることを決定。翌年，仏軍兵
士として渡米中の建築家ピエール・チャール
ズ・ランファンが10万人を対象とした都市計
画を策定し（図Ⅲ-7），1800年に遷都した。
　アメリカは多くの宗教が共存する国なので，
ここでは，その根幹を成す新教キリスト教とカ
トリック教の施設をフィーチャーとして使用
する（図Ⅲ-8　The Gallup Organizationの調査
データ）。史料をつなぎあわせて考えると，ラ
ンファンはこの街の中心を三か所に分散させた

ことがわかる。すなわち，現在の連邦議会議事
堂と大統領官邸とワシントン記念塔である。こ
のうちワシントン記念塔は，当初の予定地から
かなり隔たったところに建てられたが，連邦議
会議事堂と大統領官邸の位置は，その後十年ほ
どの間に作られたどの地図でも，街の中心とさ
れている。さらにこの二地点の要所を結ぶ通り
により，連邦議会議事堂から放射状に広がる道
路網のおおよその向きも決まった。すなわち，
南北に走る線を基準に格子状に配列されたので
ある。ちなみにこの様式の起源は，古代ローマ
の基本構造にあるとも，バビロンの地図にある
ともいう。そして，政治制度は三権分立制なの
で，政治中心はホワイトハウスではなく，一
番トップはアメリカ合衆国議会議事堂である。
またアメリカ合衆国最高裁判所も検証対象に
な る。
　ワシントンD.C.の立地は堪輿術の天文＋天
象で造られた都市であるとされる文献がある。
この論文では，堪輿術の研究を対象とせず，あ
くまでも空間地理学からの分析を行う。風水に
おける主山・青龍・白虎自体の位置を特定する
ことは空間自己相関を分析対象としている当該
論文においては分析の結果を左右することはな
いが，概観するに，ワシントンD.C.の主山は
CAPITOL HILLである。東の青龍はCOLLEGE 

PARK―UNIVERSITY PARK―NORTHEAST 

WASHINGTON であろう。西の白虎はCHEVY 

CHASE―WHITEHAVEN PARKと考えられる。
　アメリカはワシントンD.C.に首都を立地す
ることにより，南北問題が解決されることを夢
見た。『風水』に頼り，安定した国家が樹立し
てほしいという願いはそこに存在していると考
えられる。
　検証データの教会（CHURCH：チャーチ）は
アメリカのオープンデータから整理したもので
ある。（表Ⅲ-3）
　教会の立地施設データのほか，「大統領官
邸」，「連邦議会議事堂」のような政府機関と
対応する近傍の頂上の位置も調査対象とした。
（図Ⅲ-9）

出典：東京都市大学　©hirakazu@tcu.ac.jp

図Ⅲ -7　 ピエール・チャールズ・ランファン
のプラン

出典：The Gallup Organization

図Ⅲ -8　GALLUPの宗教選好調査データ
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時代別 Morans’Iの計算
　ワシントンD.C.に関しては，時代変遷の区
分としてアメリカ合衆国という国の成り立ち
を考えて，ここでは遷都前と遷都後，1800年
を境に二つに分ける。（図Ⅲ-10遷都前，図Ⅲ
-11遷都後，表Ⅲ-4，図Ⅲ-12）
　1800年後のワシントンD.C.のMorans’Iは

0.708864になった。ワシントンD.C.への遷都前
後で，アメリカ政府が安定してゆく中，風水的
な配置を意識した都市計画ではなかったとして
も，空間自己相関からは，風水のサイエンスと

表Ⅲ -3　ワシントン D.C.チャーチ一覧
（データ例）

出典：筆者による．QuantumGIS2.6.1 を利用

図Ⅲ‒9　GQISによる政府機関と近傍の頂上位置

出典：筆者による．アリゾナ州立大学 GeoDa1.6.6 を
利用

図Ⅲ -10　 施設ごとの標高の実測値と計算値
（ワシントン D.C.遷都前）

出典：筆者による．アリゾナ州立大学 GeoDa1.6.6 を
利用

図Ⅲ -11　 施設ごとの標高の実測値と計算値
（ワシントン D.C.遷都後）
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しての合理性を担保する形で都市が形成された
ことがわかるに十分な空間自己相関となった。
ちなみに，全データを用いたMoran’s Iでは
0.662874となる。空間自己相関が全時代を通し
て存在していることがわかる。

3．キャンベラ
　以上の二つ都市は北半球の都市である。ここ
では南半球に位置するオーストラリアの首都
キャンベラを空間自己相関分析の対象地として
選んでみた。1901年英国から独立後，連邦制
国家の一体性を確保するための象徴的事業とし
て首都建設が企画される。シドニーとメルボ
ルンが候補地とされたが，最終的には両都市の

中間地点に新都市が建設された。1911年に首
都に決定されたキャンベラの都市設計は国際コ
ンペで行われ米国の建築家ウォルター・バー
リー・グリフィンの案が選ばれた。この設計案
は川をせき止めて人造湖をつくり，その周り
に中心的な都市機能を配置するというものだ。
首都決定がされた後，1927年に遷都している。
首都機能が集中するセントラル・キャンベラは
人造湖を境界として政治，行政，外交機関の集
まる南キャンベラ地区と，業務，商業等の集ま
る北キャンベラ地区とに分かれている。
　政治体制は立憲君主制・連邦制である。イ
ギリス国王・女王と同一人物であるオースト
ラリア女王が国家元首とみなされるが，実際
にはオーストラリア総督が国王・女王の代行を
務め，その権限は専ら儀式程度に限られる。政
府は議会に対してのみ責任を負うイギリス型の
議院内閣制である。基本的にはキャンベラ国会
議事堂を政治の中心と考えて良いだろう。1913
年2月20日，「キャンベラ国会議事堂―Mount 

Ainslie」が建設され，これが「中軸線」を構成
すると考えられる。同時に，Mount Ainslie は
連邦政府行政長官の奥方Mrs. Jane Millerの発
案で「Canberra’ Hill」と名称が変えられた。
　南半球で，歴史的には人為的な造成過程を持
つキャンベラにおいて，宗教に依拠して立地さ
れた協会等のフィーチャーに関して空間自己相
関はどのように現れるだろうか。

表Ⅲ -4　ワシントンD.C.の空間自己相関の結果

出典：筆者による．QuantumGIS2.6.1 を利用

図Ⅲ ‒12　 GQISによる各施設フィーチャーの
立地点概観（全データのプロット）

出典：東京都市大学　©hirakazu@tcu.ac.jp

図Ⅲ -13　 ウォルター・バーリー・グリフィン
のプラン
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　上記のデータ（表Ⅲ-5）は「The Catholic 

Archdiocese of Canberra and Goulburn」 と
「Canberra Churches an D.C. Cathedrals」から
整理したものである。

時代別 Moran’s Iの計算
　各時代のチャーチ，中軸線の山とキャンベラ
国会議事堂の標高データを用いた空間自己相関
を計算する。また時代ごとにMoran’s Iに変化
が現れると考えられるため，キャンベラ遷都
前後でソートしたデータを使ってワシントン
D.C.の場合と同じように，Moran’s Iを調べる
と以下（表Ⅲ-6）のようになる。
　遷都前・後のデータを用いたMoran’s Iを，
図Ⅲ-14と図Ⅲ-15に示した。
　教会の立地施設データのほか，「総理官邸」，

表Ⅲ -5　キャンベラのチャーチ一覧（データ例） 表Ⅲ -6　キャンベラの空間自己相関の結果

出典：筆者による．QuantumGIS2.6.1 を利用

図Ⅲ -14　 各施設フィーチャーの立地点の概観
（キャンベラ遷都前）

出典：筆者による．QuantumGIS2.6.1 を利用

図Ⅲ -15　 各施設フィーチャーの立地点の概観
（キャンベラ遷都後）
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「キャンベラ国会議事堂」のような政府機関と
近傍の頂上の位置も調査対象とした。
　ちなみに，全データを用いた図Ⅲ-16の
Moran’s Iでは0.486146となる。空間自己相関
が全時代を通して存在していることがわかる。
　政府が安定してゆく中で風水的な配置を意識
した都市計画ではなかったとしても，空間自己
相関から，風水のサイエンスとしての合理性を
尊重する形で都市が形成されたことがわかる。
データ整理した時にわかったことであるが，一
つの主要なチャーチの周りに，「宗派の異なる
＝他宗派チャーチの」集中立地（少なくとも風
水が強い都市であれば京都の事例図Ⅲ-6にあ
るように集中せず“規則的に”散らばっている）
が発生していることである。多くの観測点でそ
のような立地を観察することができた。このこ
とが，空間自己相関が他の都市に比べて若干低
くでている原因とも考えられる。

Ⅳ．総括と展望

　京都は歴史的に宗教・神道等に裏付けられた
中央集権制都市である。政府機関が少ない一方
で，廟としての一つの最高政府機関を中心にし
てその周りに宗教建物が建てられてきた。ワシ
ントンD.C.は三権分立制を重んじるコンセプ

トで空間を構成しており，そのため政府の職能
機関は適度に分散され，京都より宗教建物は少
ないものの，ある程度の風水学的立地が観察で
きた。キャンベラは南半球に位置し，方向性は
他の二つとは異なり，英連邦として，すなわち
イギリスの歴史・政策を尊重して「事後的に」
作られた都市なので，風水学の理論をあまり満
足しなかったようだ。
　さらに，二つの都市，京都とキャンベラに注
目し，両者の歴史を鑑みるに，日本が体験した
戦国時代，或いは，キャンベラが体験した2回
の世界大戦と民族問題など，国の騒乱時に建設
された建物群は空間自己相関を下げる，すなわ
ち風水学的な要素とはかけ離れる傾向を知るこ
とができた。
　三つ都市の分析，特に京都とワシントン
D.C.の分析を通じて，政策的にしろ，宗教的に
しろ，基準となる精神が『地形』にかかわって
いるといった意味で，広く風水が都市形成に影
響を与えていると言ってよいのでなないだろう
か。その結果が各都市の空間自己相関の高さと
して現れており，風水は都市計画に関連してい
るという必要条件は少なくとも満たしていたと
いえよう。仮説であった「空間自己相関があれ
ば風水で都市を説明できる可能性がある」との
内容をある程度検証できたと思われる。即ち，
少なくとも「風水の重んじる地形の理論＝巒頭
（らんとう）」の考え方がサイエンスとして根底
に見受けることができたわけである。
　地球にはまだまだ多くの都市が存在する。ブ
ラジリア，エルサレム，ローマなどは風水都市
として検証対象となり得ると考える。留学中ゆ
えの言語的能力，時間と知識不足，資料を手に
入れることが難しいなどが原因で，この論文に
はやり残したことが多々あるが，あまりにも感
覚的であった「風水」の世界をサイエンスとし
て紐解くには大変有意義なテーマであり，また
ある一定の結論を導き出せたと確信している。
今後，幾何学，天文学また川と地質のデータと
古地図，地域資料を組み合わせて，完全に科学
的に解釈できればと考えている。

出典：筆者による．QuantumGIS2.6.1 を利用

図Ⅲ -16　 各施設フィーチャーの立地点の概観
（キャンベラ全データ）
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　我々が空間自己相関を風水学に持ち込んだよ
うに，細分化された学問の発展には主流分野の
研究だけではなく，垣根を超えた他の技術革新
的な研究手法を期待し，融合してゆくことは意
義あることである。現代まで伝わる風水学は
GPS，航空写真，数学，地質学など科学と技術
を巻き込む総合学問として，将来，必ず「科学
化」が図られるであろう。
　私はこの論文が将来の風水学の「科学化」研
究ための踏み台となることを期待し，大いなる
第一歩を提供したと信じている。そして，なに
よりも，いままでの「風水師」たちが積み上げ
てきた経験科学に敬意を表する。
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